　城巡りの効用　
                                                    高野　獨源
私はよく、城を巡り、旅をしているが、周りの人間に城を訪れた話をすればするほど、彼らは、

「一体何が面白いのか」
と言い、共感する様子が無い。話だけではイメージを伝えきれていないと思い、城の写真を見せてみると、
「ん、何も写ってないじゃん」
などと言う。「そんなバナナ」と確認してみるが、やはり確かに城の写真である。
「写っているよ」

と、もう一度見せると、目を凝らして見ている。可哀相に、そこまで老眼が進んでいたとは。

　確かに見ようによっては山や原っぱや林に見えるかも知れないが、これらは良く見ると紛れもない城であることが分かるであろう。山に見えるのは城の全景。原っぱに見えるのが曲輪、あるいは千畳敷。林に見えるが空堀、土塁、虎口であり、子供達に見えるのが、これは子供達である。

　城と言うと天守閣だけを思い浮かべる人が多いようだが、私に言わせると、天守閣は城の付属物でしかない。言わばおまけである。そもそも戦国時代の末期になって、ようやく西日本から流行り出したのだ。松永久秀が信貴山城で始め、織田信長の安土城で本格化したと言われている。
江戸時代以前の建築で現存する天守閣は、私に言わせれば(私に言わせなくても)、十二棟(天守閣の数えかたの単位が「棟」で良いか自信が無い。しかし「軒」でもないだろう)しかない。弘前城、松本城、犬山城、彦根城、姫路城、備前松山城、丸岡城、丸亀城、松江城、高知城、松山城、宇和島城である。百名城も制定されていることだから、その内少なくとも八十八の城は現存天守閣を持たないことになるし、そもそも日本に城は二万から四万あると言われているのだ。知人によると。確かに城が日本に四万は無いというデータは無い。従って四万ある可能性も否定できない。但しその中に「シンデレラ城」や「青山子供の城」が入っているかは定かではない。

　清洲城などは建築様式も異なる建物を、本当の清洲城と全く違う場所に建てて観光客を集めていると言う。こんなことで良いのか。私も騙されそうになったではないか。これでは誤解者が出ると言う点で、たちが悪い。シンデレラ城の風下にも置けない。熱海城などは元々何もない所に昭和三十年代に鉄筋で新築した天守閣であるが、
「戦国の名将もなしえなかったこの地への築城が、ついに昭和なって実現したのである」
などという誇らしげな説明書きがあって、お茶目である。
　その点掛川城は木造新築であるが、できるだけ当時に近づけた「復元」であって好感が持てる。地元の奇特なおばあさんが多額の寄付をしたそうだ。
掛川城には二ノ丸御殿があり、建物としてはこちらの方が重要ではないか、という気さえする(しない時もある)。川越城や二条城の御殿は明らかに天守閣より使われていた筈だ。安土城以外の天守閣では、政務や事務が行われていたとは余り思えない。御殿の方で政務、事務、接待、癒着、賄賂、「おぬしも悪よのう」、「覚悟いたせ」などの会話が行われていたのである(行われていたとすれば)。

話がだいぶ反れた。つまりこの流れから帰納法と演繹法により、民事訴訟法、ラマーズ法、ラバース・コンチェルトなどによらずに推論すると、次のようになる。

天守閣より御殿の方が重要である。

ここから、城の重要性は見た目ではなく、その機能である、と考えられる。

従って、戦国期の城においては御殿より城の陣地構成、すなわち、縄張りの方が重要である。

こうして、訪れた城の写真の多くが曲輪、空堀、堀切、土塁、土橋、横矢がかり、升形虎口、食い違い虎口、勘違い虎口、子供、などとなる。確かに本丸跡で撮った写真にグローブを持った子供が写っていれば、子供が野原でキャッチボールをしているようにしか見えなくても仕方が無いかも知れない。

さて本題に戻って、城巡りの効用であるが、百二十三点ほどあるうち、思いついた八点について、ここで御紹介しよう。

健康増進　ウォーキングの効用

城巡りは、まず第一に良く歩く。家から駅まで、最寄り駅から目的地まで歩かなくてはならない。考えてみたらこれはどこに行く場合でも同じである。車の場合は、家から目的地に直接行けるので歩く距離は短くなるが、駐車場を間違えて遠くに停めるなどすれば往復で二倍も長く歩くことができる。私は、できるだけ歩かないように車を利用することが多いが、結果として、かなりの距離を駐車場から城まで歩いている。この前も、箱根の山中城に行こうとした時、城の近くに駐車場は無いと思ってひたすら旧東海道を延々と歩いたが、城の登り口のところに着くと、立派な駐車場があって観光バスもたくさん来ていた。
行楽　ハイキングの効用
戦国期以前の城は、基本的に山城である。従って、本丸や二の丸の間を行きつ戻りつする以外は、極めてハイキングに近い。例えば、妻にとっては、城巡りは単にハイキングでしかない。私が、「おおっ見事な大空堀だ！」などと叫んで、空堀から曲輪の壁面に取り付いていても、あらぬ方を見て「あとどのくらい歩けばいいの？」などと言っている。
景色はかなり良いことが多い。上州の岩櫃城の本丸から見た山々は美しかったし、上杉の城、春日山城からの展望も素晴らしかった。ただ岩櫃城の場合は、家族は、挫折してそこまで到達しなかった（妻は、歩きたくなく、子供達は山の中腹で雪合戦を始めた）ので、絶景を見たのは私だけだ。また、時として、蜘蛛の巣だらけの藪に立ち入ることも覚悟せねばならない。
　旅行　地理に詳しくなる効用

　城は日本国中いたる所に点在するため、あちこち訪れ、迷って同じ所を何度も通るため、地理に詳しくなる。出張など別の用があるときに、ついでに訪れるも良し、城巡りと温泉巡りをセットにしても良い。旅行のコースが決めやすくなる効果もあるかもしれない。私は旅行のコースを決めるときは、まず行きたい城を選び、ついでに同行者の不満を押さえ込める観光地をセットにしている。一人旅だったら、全部城になっているところだ。
　雑学　歴史に詳しくなる効用
　城である以上、武将が住んでいたり、合戦が行われた歴史があるわけである。案内板に説明があるが、予備知識を持って訪れるかどうかで、楽しみはずっと変わってくる。インターネットで検索すれば、城の情報は簡単に手に入いる世の中になったし、また、後で読んだ歴史小説にその城が出てきたとしても、イメージはぐっと湧きやすくなり読書も楽しくなる。教科書とも歴史小説とも違う、歴史の局部的な特殊領域についてやたら詳しくなり、ついにはオタクの称号をもらえるかも知れない。
　城を訪れる際には、ぜひ鎧かぶとを着こんで「かかれ！」の合図とともに攻めかかって頂きたい。

　人間関係　出会いの効用
　私は参加したことはないが、城巡りのサークルもあるようである。例えば、普段はインターネットなどで情報交換をし、一ヶ月に一回ほど仲間で集って、城を探索するらしい。私はこういったサークルに参加する許可がおりていないが、仲間と城を歩くのも、なかなかいいんじゃないだろうか。年齢、男女も、それなりに分散しているようである。

　家庭の問題　家族サービスの効用

　やはり土日ともなれば、「どこかに連れて行ってくれ」、とせがまれる立場の人もおろう。私も昔はどこに連れて行けばよいか、思いつかず、悩み、苦しみ、眠った。しかし、東京だけでも城が五十近くはあるのだ。日本中に二万から四万もあるのなら、毎週出かけても、足りないくらいだ。一年間に百箇所回るとしても、二百年から四百年かかる。戦国時代から城巡りを始めていれば良かったとつくづく思う。そして、どの城に行くか、いつも悩み、苦しみ、眠る。土日になって、「うーん、今日はどこの城に行こうかな」と悩んでいると、子ども達が「えー、またしろー？」と物憂げに言い、妻が「いい加減に城！」と叫ぶ。
　雑学　建築に詳しくなる効用

私自身は全く詳しくなっていないが建物付きの城の場合、建築に興味がある人にとっては見所がたくさんあるのではないだろうか。私も、もともとは各地の歴史的建造物に興味があったのだが、どうも城への興味と共通するものがあるように感じる。きっと建物に興味のある人は、城巡りにも深入りする危険性がある。

趣味　写真の趣味を満たす効用

城域に入れば土塁、堀などかなりの撮影ポイントがある。私は大抵ビデオ、デジタルカメラ、携帯電話の写真と三つのカメラであちこちを撮影するので、忙しいったらありゃしない。自分の目で見ていないほどだ。
　こうして見てきたように、城巡りには多くの効用がある。また、それ以外にも、疲労する、貴重な時間が消費される、あきれられる、などの副次的効果もたくさんある。ぜひ、皆さんにも試してみて頂きたい。
（執筆自二〇〇九年四月十五日至十九日）
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